
表１ 環境影響評価の項目の選定
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窒素酸化物 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ● △ △ ○ ○

粉じん等 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △

硫黄酸化物 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ● △ △ ○ ○

騒音 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ● △ △ ○ ○

振動 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ● △ △ ○

低周波音 ○

水の汚れ ○ ○ ● △ △ △ △ △ △ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

水象 ● ○ △ △ △ △ ● ● ● ● ● ● ●

その他の環境 塩害 ○ ○ △ △ △ △ △ △ ● ● ●

植物 重要な種及び群落 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ● ● ● △ ○ ○

歴史的・文化的環境 ○ △ △ △

建設工事に伴う副産物 ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △

*：方法書の表-4.2.1.1で独立した影響要因として立てられていないもの

○：方法書にて選定済みの評価項目 ●：方法書にて未選定の必要評価項目 △：独立した影響要因として立てられておらず評価項目とされているか不明なもの
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